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円滑で快適な遠隔音声コミュニケーションの実現を目指し，多地点音声チャットにおいて，参加者の各音声を任意方向から立体的に分離再生が可能なサラウンド音声伝送技術を，モバイル向けに開発した．本技術により，1人ひとりの好みにあった受聴環境で，ユーザにとって直感的に聞き分けやすく聞き疲れしにくい音声チャットが可能になる．
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